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１．研究計画の概要 
 
 計算負担が重く，昔であれば，研究できな
かった事が，近年のコンピュータの発達に伴
い研究の対象となってきている。その中の次
の 4点に絞って，本研究を進めることにした。 
(1) 非線形・非正規の状態空間モデルについ
て，サンプリングの手法を用いて，状態変数
の推定と同時に未知パラメータの推定を行
う。 
(2) 回帰モデルに AR 項が含まれる場合，小
標本では，回帰係数のパラメータの推定値に
バイアスが生じる。サンプリングの手法を用
いてバイアス是正の問題を考える。 
(3) 回帰モデルについて，ブートストラップ
法を用いて，分布に依存せずに回帰係数の推
論を行うことを考える。 
(4) 関数形を特定化せずに回帰分析を行うた
めには，密度関数のノンパラメトリック推定
の手法を用いる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
上記の「研究計画の概要」(1)～(4)に沿って，

進捗状況は下記の通りにまとめられる。 
(1) 非線形・非正規の状態空間モデルについ
て，ベイズ推定と MCMC を用いて，状態変
数の推定と同時に未知パラメータの推定を
行った。さらに，日米英の株価データを利用
して，その変動要因を実証分析した。 
(2) 回帰モデルに AR 項が含まれる場合，ブ
ートストラップ法を用いてバイアス是正の
問題を考えた。 
(3) 回帰モデルについて，ブートストラップ

法を用いて，回帰係数の推論を行った。モン
テ・カルロ実験によって，手法の妥当性を検
証した。さらに，AIDS モデルに応用し，日
本の需要関数の分析を行った。 
(4)ノンパラメトリック推定については，文献
のサーベイが終了したところであり，本年度，
重点的に実証分析を含めた研究を行う。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
 「研究計画の概要」(1)は「代表的な研究成
果」の〔雑誌論文〕(1)～(3)，(7)に対応する。
「研究計画の概要」(2)は「代表的な研究成果」
(8)に該当する。「研究計画の概要」(3)は「代
表的な研究成果」(4)，(5)に相当する（また，
「代表的な研究成果」の〔図書〕や〔その他
の著作〕についても，「研究計画の概要」(1)
～(4)に当てはめることが出来る）。以上のよ
うに，研究計画に沿って研究成果が研究論文
として専門雑誌に掲載されていることから，
「研究計画の概要」(1)～(3)は概ね順調に進展
していると言える。ただし，(4)については，
より深く研究すべき課題がまだ若干残って
いる。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 平成２１年度は「研究計画の概要」で述べ
た(3)と(4)に関わる研究を続ける。同時に，平
成２１年度が本研究の最終年度となること
から，平成２１年度はこれまでの研究の総括
を行う。 
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５. 代表的な研究成果 
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